
■日 時：令和６年７月１9 日（金）  午後 13:30～14:15 

■場 所：Ｗeb による会議 

■次 第： 1 支部長挨拶 

        2 議  事  

(1)令和５年度事業報告 

(2)令和５年度決算報告 

(3)令和６年度事業計画について 

(4)令和６年度収支予算について 

※議事内容は、特に異議なく報告されました。 
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公益社団法人 日本技術士会 

群馬県支部 支部長 山本 政雄 

（上下水道／総合技術監理部門） 

 

群馬県支部長の山本政雄です。今期もどうぞよろしくお願いいたします。 

新型コロナ感染症が5類に移行した後、日本技術士会としての活動のみならず社会活

動全体が活性化に向けて様々な取り組みを進めていると考えております。 

全体会合は講演会も含めてWeb開催とさせていただく事となりましたが、そのほかの

活動としては、昨年は桐生市におきまして群馬大学が進めております建材のウッドチッ

プブロックや低速コミュニティバスの見学とこれらの取組の中心で活躍されている群馬

大学のお二方の教授の講演会をセットにした行事を行いました。それも会員の皆様のご

努力と創意による活動のたまものであると感謝する次第です。 

技術士の使命として、公衆の安全・福利を最優先することや持続可能な社会の実現を

進めていくうえで、ウクライナ等の戦争継続や資源エネルギー問題、地震や気候変動と

その影響と思われる災害の発生は、社会経済活動においてさまざまな制約を与えている

ことは否めません。こうした中で社会の持続的発展に貢献する技術士の活動はこれまで

以上に期待されていると考えております。 

今後とも皆様が業務やさまざまな活動において活躍されますよう、群馬県支部といた

しましても、本支部の活動がその一助となるよう取り組みを進めて参る所存です。今後

とも皆様のご協力をお願いいたします。 

 

ごあいさつ 

「 群馬県支部会報 」 

第 13 回全体会合 

■統括本部から小林総務委員長（写真）と 

  西村総務委員が参加 



 

 

 

 

 

  

 

第13回全体会合 

事業計画 

組 織 

■活動方針 ＊昨年度と同様（継続） 

・地域密着型の積極的な技術士活動の促進による地域貢献 

・社会的ニーズに応え得る技術士の研鑽活動 

・技術士の更なる知名度向上 

   [全体会合（本会）、CPD 講演会や見学会の実施、令和６年度役員会議、支部会報の発行等] 

■会員数 正会員１０７名 準会員３９名 計１４６名(令和６年４月末日現在) 

■幹事名簿並びに所属委員会 



記念講演会 

 

「カーボンニュートラルに必要な水素利用技術」 

 

 

 

 

講師：市川 貴之 様 

［広島大学 大学院先進理工系科学研究科 教授］ 

 

 

 

 

記念講演会 

講師紹介 

講演の模様 

感 想 
 今回は、”水素”利用の高付加価値化及び低コスト化にむけた研究内容です。難しい内容でした

が、先生が具体的にわかりやすく説明してくださいました。 

 水素を再生可能エネルギーの主力電源化にむけて研究開発する内容は、様々な分野の技術

者にとって興味のあるところです。特に熱化学昇圧システムにおける「水素吸蔵合金」で世界初の

事例となった動画は、ワクワクしてみてしまいました。今後の実用化にむけて、研究開発の展開を期

待したいと思います。 
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